
延岡市　上下水道耐震化計画（上下水道）別添

延岡市　水道課、下水道課　
策 定　　令和　７ 年　１ 月
１　目標[footnoteRef:1] [1:  目標は、水道事業者等と下水道管理者が相互に調整を行い、記載する。計画期間内に全ての対象施設で対策を実施することが困難な場合には、計画期間内に対策を実施する施設の選定方針や、計画期間外を含め全ての対象施設における対策実施時期の目安等についても記載する。] 

[bookmark: _Hlk177569957][bookmark: _Hlk177570167]　延岡市では、災害に強く持続可能な上下水道システムの構築に向け、対策が必要な急所施設について、今後、概ね３０年間で耐震化を完了することを目指し、このうち令和７年度から令和１１年度の５年間では、被災すると極めて大きな影響を及ぼす急所施設を最優先に耐震化を実施することを目標とする。
また、対策が必要な避難所等の重要施設に接続する上下水道管路等について、今後、概ね５０年間で耐震化を完了することを目指し、このうち令和７年度から令和１１年度の５年間では、宮崎県立延岡病院等に接続する上下水道管路等の耐震化を実施することを目標とする。

２　計画期間
[bookmark: _Hlk176201838]　令和７年４月～令和１２年３月　
[bookmark: _Hlk175250258][bookmark: _Hlk172649804]３　下水道処理区域内における避難所等の重要施設[footnoteRef:2]の設定（上下水道共通） [2:  下水道処理区域内において地域防災計画等で定められている避難所や医療機関等、災害時に上下水道機能の確保が必要な重要施設をいう（緊急点検時における「特に重要な施設」と同じ定義）。] 

	区分
	[bookmark: _Hlk172895015]下水道処理区域内における避難所等の重要施設（上下水共通）

	
	施設数
	施設名称

	対象全施設数
	28
	宮崎県立延岡病院、宮崎県延岡総合庁舎、延岡警察署、延岡河川国道事務所
延岡市役所、延岡市上下水道局、延岡市消防本部、延岡市清掃工場
延岡共立病院、延岡市医師会病院、黒木病院、平田東九州病院
長沼医院、おおぬきクリニック、おがわクリニック、みやた内科、延岡クリニック
県立しろやま支援学校、県立延岡星雲高校、県立延岡商業高校
県立延岡青朋高校、市立恒富小学校、市立伊形小学校、市立西階中学校
市立旭小学校、九州医療科学大学、アスリートタウン延岡アリーナ、西階公園

	[bookmark: _Hlk176203180]上下水道管路等の
耐震性能確保済み[footnoteRef:3]の施設数 [3:  重要施設に接続する水道管路（配水本管・配水支管、配水池～避難所等の重要施設）と下水道管路（避難所等の重要施設～下水処理場直前の最終合流地点までの下水道管路及びその途中にあるポンプ場）の双方の耐震機能を確保することをいう。] 

（令和５年度末時点）
	0
	

	[bookmark: _Hlk176204419]上下水道管路等の
耐震性能確保の
目標施設数[footnoteRef:4] [4:  耐震性能確保済みの施設数（令和５年度末時点）を含め、令和●年度末迄（計画期間は５年程度）に目標とする施設数をいう。] 

[bookmark: _Hlk176204398]（令和11年度末迄）
	4
	宮崎県立延岡病院、宮崎県延岡総合庁舎、延岡警察署、市立恒富小学校



[bookmark: _Hlk172650657]４　下水道処理区域外における避難所等の重要施設[footnoteRef:5]の設定[footnoteRef:6] [5:  下水道処理区域外において地域防災計画等で定められている避難所や医療機関等、災害時に水道機能の確保が必要な重要施設をいう。]  [6:  水道事業者等が汚水処理施設の管理者等と調整を行い、汚水処理施設に関する耐震化の状況や計画等を確認した上で設定するものとする。] 

	区分
	下水道処理区域外における避難所等の重要施設

	
	施設数
	施設名称

	対象全施設数
	8
	北川総合支所、北川体育館、道の駅北川はゆま
北浦総合支所、三川内小中学校
北方総合支所、北方勤労者体育センター
島野浦学園

	水道管路の
耐震性能確保済み[footnoteRef:7]の施設数 [7:  重要施設に接続する水道管路（配水本管・配水支管、配水池～避難所等の重要施設）の耐震機能を確保することをいう。] 

（令和５年度末時点）
	0
	

	水道管路の
耐震性能確保の
目標施設数
（令和11年度末迄）
	3
	北浦総合支所、三川内小中学校、島野浦学園





≪　延岡市　上下水道耐震化重点計画のうち　水道事業等に関する計画　≫　　　　　　　　　　　　　　　　
[bookmark: _Hlk176451683]
５　水道システムの急所施設の耐震化（上水道事業及び水道用水供給事業）
（1） 取水施設
	
	箇所数（箇所）
	[bookmark: OLE_LINK1]施設能力（ｍ３/日）
	耐震化率（％）[footnoteRef:8] [8:  取水施設の耐震化率＝耐震対策の施された取水施設能力÷対象全取水施設能力　※(　　)数値は令和11年度末時点の対象全配水池有効容量] 


	対象全取水施設
	36
	82,697
	

	耐震対策実施済み（令和５年度末時点）
	11
	5,676
	7

	耐震化目標（令和11年度末迄）
	11
	5,676
	7



（2） 導水施設（導水管）
	
	管路延長（m）
	耐震化指標

	
	耐震管
延長
	耐震適合管
延長
（耐震管除く）
	耐震適合管
以外
	計
	耐震管率
（％）
	耐震適合率
（％）

	対象全導水管（令和５年度末時点）
	10,414
	0.0
	7,658
	18,071
	58
	58

	耐震化目標（令和11年度末迄）
	10,414
	0.0
	7,658
	18,071
	58
	58



（３）浄水施設
	[bookmark: _Hlk174540878]
	箇所数（箇所）
	施設能力（ｍ３/日）
	耐震化率（％）[footnoteRef:9] [9:  浄水施設の耐震化率＝耐震対策の施された浄水施設能力÷対象全浄水施設能力] 


	対象全浄水施設
	25
	55,900
	

	耐震対策実施済み（令和５年度末時点）
	10
	35,296
	 　63

	耐震化目標（令和11年度末迄）
	11
	51,016
	91



（４）送水施設（送水管）
	[bookmark: _Hlk174541802]
	管路延長（m）
	耐震化指標

	
	耐震管
延長
	耐震適合管
延長
（耐震管除く）
	耐震適合管
以外
	計
	耐震管率
（％）
	耐震適合率
（％）

	対象全送水管（令和５年度末時点）
	13,261
	355
	7,765
	21,381
	62
	64

	耐震化目標（令和11年度末迄）
	13,261
	355
	7,765
	21,381
	62
	64



（５）配水施設（配水池（配水塔含む）及び浄水池）
	[bookmark: _Hlk174540911]
	箇所数（箇所）
	有効容量（ｍ３）
	耐震化率（％）[footnoteRef:10] [10:  配水池の耐震化率＝耐震対策の施された配水池有効容量÷対象全配水池有効容量] 


	対象全配水池
	20
	40,941※(41,822)　
	

	耐震対策実施済み（令和５年度末時点）
	14
	34,987
	85

	耐震化目標（令和11年度末迄）
	16
	36,487
	87



（６）ポンプ所（取水、導水、送水及び配水ポンプ所）
	[bookmark: _Hlk174540813]
	箇所数（箇所）
	施設能力（ｍ３/日）
	耐震化率（％）[footnoteRef:11] [11:  ポンプ所の耐震化率＝耐震対策の施されたポンプ所能力÷対象全ポンプ所能力] 


	[bookmark: OLE_LINK2]対象全ポンプ所
	2
	2,750
	

	[bookmark: OLE_LINK3]耐震対策実施済み（令和５年度末時点）
	2
	2,750
	100

	耐震化目標（令和11年度末迄）
	―
	―
	―



[bookmark: _Hlk176300082]６　避難所等の重要施設[footnoteRef:12]に接続する水道管路の耐震化（上水道事業） [12:  下水道処理区域外における避難所等の重要施設も含む] 

配水池～避難所等の重要施設までの水道管路（配水本管＋配水支管）　
（１）下水道処理区域内における避難所等の重要施設
	
	管路延長（m）
	耐震化指標

	
	耐震管
延長
	耐震適合管
延長
（耐震管除く）
	耐震適合管
以外
	計
	耐震管率
（％）
	耐震適合率
（％）

	避難所等の重要な施設に接続する配水管（令和５年度末時点）
	10,858
	2,232
	27,057
	40,147
	27
	33

	

	配水本管
	4,624
	2,232
	15,410
	22,266
	21
	31

	
	配水支管
	6,234
	0
	11,647
	17,881
	35
	35

	[bookmark: _Hlk174544966]耐震化目標（令和11年度末迄）
	12,739
	2,232
	25,176
	40,147
	32
	37

	　　
　　
	配水本管
	5,006
	2,232
	15,028
	22,266
	22
	33

	
	配水支管
	7,733
	0
	10,148
	17,881
	43
	43



（２）下水道処理区域外における避難所等の重要施設
	
	管路延長（m）
	耐震化指標

	
	耐震管
延長
	耐震適合管
延長
（耐震管除く）
	耐震適合管
以外
	計
	耐震管率
（％）
	耐震適合率
（％）

	避難所等の重要な施設に接続する配水管（令和５年度末時点）
	10,043
	471
	7,874
	18,388
	55
	57

	[bookmark: _Hlk184802594]
	配水本管
	42
	290
	1,443
	1,775
	2
	19

	
	配水支管
	10,001
	181
	6,431
	16,613
	60
	61

	耐震化目標（令和11年度末迄）
	10,787
	471
	7,130
	18,388
	59
	61

	
	配水本管
	42
	290
	1,443
	1,775
	2
	19

	
	配水支管
	10,745
	181
	5,687
	16,613
	66
	66



· 必要に応じて概要図等の参考資料を添付
≪　延岡市　上下水道耐震化重点計画のうち　下水道事業に関する計画　≫　　　　　　　　　　　　　　　　

７　下水道システムの急所施設[footnoteRef:13]の耐震化 [13:  下水処理場並びに下水処理場～下水処理場直前の最終合流地点までの下水道管路及びポンプ場をいう。なお、流域下水道の下水道管路及びポンプ場については、最終合流地点以前も含めて急所施設とする。] 

[bookmark: _Hlk176769410]（１）下水処理場（揚水、沈殿、消毒機能に係る施設に限る）
	
	揚水施設
	沈殿施設
	消毒施設
	揚水、沈殿、消毒機能に係る全ての施設[footnoteRef:14] [14:  当該列において、「対象全箇所数」には、揚水、沈殿、消毒施設のいずれかを有する対象の処理場の箇所数を記入する。「耐震性能確保済みの箇所数（令和５年度末時点）」及び「耐震性能確保の目標箇所数（令和●年度末迄）」には、このうち、揚水、沈殿、消毒施設の全てで耐震性能を確保した処理場の箇所数等を記入する。その際、揚水、沈殿、消毒施設のいずれかを持たない処理場について、存在しない施設は耐震性能確保済みとカウントする。（例：揚水施設を持たない処理場について、沈殿、消毒施設が耐震性能確保済みであれば、カウントする。）] 


	
	上記施設を有する処理場の箇所数
（箇所）
	耐震化率（％）
	上記施設を有する処理場の箇所数
（箇所）
	耐震化率（％）
	上記施設を有する処理場の箇所数
（箇所）
	耐震化率（％）
	処理場の箇所数
（箇所）
	耐震化率（％）

	[bookmark: _Hlk176769375]対象全箇所数
	―
	
	―
	
	―
	
	2
	

	[bookmark: _Hlk176769487]耐震性能確保済みの箇所数
[bookmark: _Hlk176769527]（令和５年度末時点）
	  ―
	―
	―
	―
	―
	―
	0
	0

	[bookmark: _Hlk176769498]耐震性能確保の目標箇所数
[bookmark: _Hlk176769539]（令和１１年度末迄）
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	1
（R16）
	50
（R16）



（２）下水処理場～下水処理場直前の最終合流地点までの下水道管路[footnoteRef:15] [15:  流域下水道の下水道管路については、最終合流地点以前も含めて急所施設とする。] 

	
	管路延長（m）
	耐震化率（％）

	対象全延長
	36
	

	耐震性能確保済みの延長（令和５年度末時点）
	0
	0

	耐震性能確保の目標延長（令和１１年度末迄）
	36
	100



（３）下水処理場～下水処理場直前の最終合流地点までのポンプ場[footnoteRef:16] [16:  流域下水道のポンプ場については、最終合流地点以前も含めて急所施設とする。] 

	
	ポンプ場の箇所数（箇所）
	耐震化率（％）

	対象全箇所数
	―
	

	耐震性能確保済みの箇所数（令和５年度末時点）
	―
	―

	耐震性能確保の目標箇所数（令和-年度末迄）
	―
	―





８　避難所等の重要施設に接続する下水道管路等の耐震化
（１）避難所等の重要施設～下水処理場直前の最終合流地点までの下水道管路
	[bookmark: _Hlk174538200]
	管路延長（km）
	耐震化率（％）

	対象全延長
	44
	

	耐震性能確保済みの延長（令和５年度末時点）
	17
	39

	耐震性能確保の目標延長（令和１１年度末迄）
	19
	43



（２）避難所等の重要施設～下水処理場直前の最終合流地点までの下水道管路の途中にあるポンプ場[footnoteRef:17]の箇所数 [17:  最終合流地点にあるポンプ場は含まない。] 

	
	ポンプ場の箇所数（箇所）
	耐震化率（％）

	対象全箇所数
	7
	

	耐震性能確保済みの箇所数（令和５年度末時点）
	0
	0

	耐震性能確保の目標箇所数（令和１１年度末迄）
	１
	14



※　必要に応じて概要図等の参考資料を添付
以上
2

